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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第３四半期連結
累計期間

第13期
第３四半期連結
会計期間

第12期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年12月31日

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 19,984,456 606,124 16,516,671

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
2,625,434 △222,006 1,080,837

四半期（当期）純利益（千円） 1,248,983 15,173 858,780

純資産額（千円） － 4,740,833 3,636,025

総資産額（千円） － 26,757,420 28,027,369

１株当たり純資産額（円） － 123,922.95 93,379.86

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
32,186.50 393.46 23,002.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
 31,924.96 389.62 22,734.05

自己資本比率（％） － 17.6 13.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
3,435,309 － 6,682,336

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△20,973 － △490,547

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,406,773 － △5,846,310

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
－ 4,355,278 2,347,715

従業員数（人） － 59 52

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況                                               

 平成20年12月31日現在

        従業員数（人）　 59

　 (注)従業員数は、就業人員数を表示しております。

 

    (2）提出会社の状況　

    上記(1)「連結会社の状況」に同じです。 
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第２【事業の状況】

１【販売及び受注の状況】

(1）販売の状況

区分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 構成比(％)

(1)不動産販売事業 544,706 89.9

(2)その他事業 61,418 10.1

合計 606,124 100.0

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　 

(2）契約の状況

　当第３四半期連結会計期間の契約実績は次のとおりであります。

区分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
 至　平成20年12月31日）

期首契約残高 期中契約高 期末契約残高
金額
（千円）

金額
（千円）

金額
（千円）

(1)不動産販売事業 13,417,828 2,625,112 15,498,235

(2)その他事業 － － －

合計 13,417,828 2,625,112 15,498,235

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。
 

(1）業績の状況
（単位：百万円）

 
第３四半期連結会計期間

(平成20.10.1～平成20.12.31)

第３四半期連結累計期間

(平成20.4.1～平成20.12.31)

 前第３四期連結会計期間

(平成19.10.1～平成19.12.31)

増減（率）

<対前第３四半期連結会計期間

比較>

売上高 606 19,984 3,066 △2,460  △80.2%

営業利益又は損

失（△）
△142 2,855 45 △188 －%

経常利益又は損

失（△）
△222 2,625 △57 △164 －%

四半期純利益又

は損失(△)
15 1,248 △57 72 －%

 
　当社グループは、従来からの経営方針であります高品質なマンションを供給することに注力して参りました。

　当社の当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日～平成20年12月31日）における経営成績の状況は、以下の

通りであります。

　売上高の主要セグメントである不動産販売事業については、平成20年４月に竣工しました分譲マンション「赤坂

タワーレジデンス」、及び前連結会計年度に竣工済みの分譲マンションである「サンウッド上北沢」の諸物件を引

き渡しました。これにより、不動産販売事業収入は５億44百万円となりました。また、その他事業については、61百万

円を計上しました。その結果、売上高は６億６百万円となりました。

　これによって、第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日～平成20年12月31日）における売上高は、199億84百

万円となり、前年同期と比較して、51億71百万円の増加となりました。

　一方、第３四半期連結会計期間における利益面では、売上原価が４億88百万円、販売費及び一般管理費が２億60百

万円となったため、１億42百万円の営業損失を計上致しました。また、経常損益段階では、営業外費用で79百万円を

計上し、２億22百万円の経常損失となりました。特別損益段階では、特段記すべき項目がなかったため、税金等調整

前四半期純損失としては２億22百万円を計上しましたが、税金等の調整により、第３四半期連結会計期間において

は15百万円の四半期純利益を計上致しました。

　これによって、第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日～平成20年12月31日）における営業利益は28億55百

万円（前年同期比13億59百万円増）、経常利益は26億25百万円（前年同期比14億59百万円増）、四半期純利益は12

億48百万円（前年同期比３億17百万円増）となりました。
 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における「現金及び現金同等物」（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会

計期間末に比べて６億97百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末の資金残高は43億55百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において営業活動の結果使用した資金は59億88百万円となりました。

　これは、仕掛品の増加で66億24百万円、税金等調整前四半期純損失で２億22百万円によるものが主要因で

あります。
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において投資活動によるキャッシュ・フローの動きはありませんでした。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において財務活動の結果取得した資金は52億90百万円となりました。

　これは、短期借入金の借入による増加60億59百万円が主要因であります。
 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な変更はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 64,000

計 64,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 38,940 38,940ジャスダック証券取引所 （注）

計 38,940 38,940 － －

    （注）　権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　①旧商法に基づく新株引受権（ストック・オプション）に関する事項は次のとおりであります。

　　平成14年２月７日臨時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権の数（個） －

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 330

新株予約権の行使時の払込金額（円） 75,000

新株予約権の行使期間
平成16年２月８日から

平成23年３月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　  　 75,000

資本組入額　　 37,500

新株予約権の行使の条件

・権利者は権利行使時まで引き続き当社の取締役又は従業

員の地位にあることを条件とする。

・権利者の相続人は、新株引受権を行使することができるも

のとする。

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡及び質入は認めないものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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　②旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　　平成17年６月29日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権の数（個） 326

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 326

新株予約権の行使時の払込金額（円） 140,939

新株予約権の行使期間
平成19年６月30日から

平成27年６月29日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　  　  140,939

資本組入額　 　　70,470

新株予約権の行使の条件

・新株予約権者は、権利行使時においても、当社または当社

の子会社の従業員もしくは取締役のいずれかの地位を有

することを要する。ただし、新株予約権者の退職または退

任後の権利行使につき正当な理由があると当社取締役会

が認めた場合はこの限りではない。

・各新株予約権１個当たりの一部行使はできないものとす

る。

・その他の権利行使の条件は、株主総会決議及び取締役会決

議に基づき、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で

締結する新株予約権割当契約の定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要するも

のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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平成17年６月29日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権の数（個） 80

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 80

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1

新株予約権の行使期間
平成17年９月１日から

平成37年６月29日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　   　　1

資本組入額　　   1

新株予約権の行使の条件

・新株予約権者は、原則として当社の役員の地位を喪失した

日の翌日から新株予約権を行使できるものとする。ただ

し、当社取締役会において相当の理由があると判断した場

合は、役員在任中の権利行使を認めるものとする。

・各新株予約権１個当たりの一部行使はできないものとす

る。

・その他の権利行使の条件は、株主総会決議及び取締役会決

議に基づき、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で

締結する新株予約権割当契約の定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要するも

のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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③会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成20年６月25日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権の数（個） 497

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 497

新株予約権の行使時の払込金額（円） 127,943

新株予約権の行使期間
平成22年８月９日から

平成30年６月25日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　  　　127,943

資本組入額　　   63,972

新株予約権の行使の条件

・新株予約権者は、権利行使時においても、当社または当社

の子会社の従業員もしくは取締役のいずれかの地位を有

することを要する。ただし、新株予約権者の退職または退

任後の権利行使につき正当な理由があると当社取締役会

が認めた場合はこの限りではない。

・各新株予約権１個当たりの一部行使はできないものとす

る。

・その他の権利行使の条件は、株主総会決議及び取締役会決

議に基づき、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で

締結する新株予約権割当契約の定めるところによる。　

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要するも

のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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平成20年６月25日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権の数（個） 300

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 300

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1

新株予約権の行使期間
平成20年８月26日から

平成40年６月25日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　  　 　1

資本組入額　　   1

新株予約権の行使の条件

・新株予約権者は、原則として当社の役員の地位を喪失した

日の翌日から新株予約権を行使できるものとする。ただ

し、当社取締役会において相当の理由があると判断した場

合は、役員在任中の権利行使を認めるものとする。

・各新株予約権１個当たりの一部行使はできないものとす

る。

・その他の権利行使の条件は、株主総会決議及び取締役会決

議に基づき、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で

締結する新株予約権割当契約の定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要するも

のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

 

（３）【ライツプランの内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 38,940 － 1,266,817 － 1,115,617

 

 

（５）【大株主の状況】

 　　　　　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

   当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。 

 

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　 76 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  38,864 38,864 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 38,940 － －

総株主の議決権 － 38,864 －

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社サンウッド
東京都港区虎ノ門

三丁目２番２号
76 － 76 0.20

計 － 76 － 76 0.20

 （注)　当第３四半期末（平成20年12月31日）の自己株式は920株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合2.36

％）となっております。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

 最高（円） 129,000208,000166,000141,000120,000107,00089,10090,00083,900

 最低（円） 116,000133,000119,000111,10094,00084,00049,50063,80069,500

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,855,278 2,447,715

売掛金 727 847

販売用不動産 891,128 2,317,976

仕掛品 ※1
 19,367,151

※1
 22,077,743

未収入金 14,060 142,028

繰延税金資産 1,132,311 132,965

その他 38,577 75,397

流動資産合計 26,299,234 27,194,675

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 89,536 88,916

減価償却累計額 △9,203 △7,414

建物及び構築物（純額） 80,332 81,501

工具、器具及び備品 16,962 21,301

減価償却累計額 △11,085 △11,805

工具、器具及び備品（純額） 5,877 9,495

土地 68,732 68,732

リース資産 2,725 －

減価償却累計額 △181 －

リース資産（純額） 2,543 －

有形固定資産合計 157,486 159,730

無形固定資産 14,064 1,051

投資その他の資産

長期預金 － 400,000

投資有価証券 163,000 163,000

繰延税金資産 30,737 18,244

その他 92,898 90,667

投資その他の資産合計 286,635 671,912

固定資産合計 458,186 832,693

資産合計 26,757,420 28,027,369
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 325,403 765,109

短期借入金 6,400,000 634,000

1年内返済予定の長期借入金 8,100,000 9,400,000

未払法人税等 1,162,581 643,070

前受金 1,554,361 1,940,330

引当金 14,076 74,728

その他 562,417 1,357,895

流動負債合計 18,118,840 14,815,133

固定負債

長期借入金 3,840,000 9,540,000

引当金 39,289 34,111

その他 18,457 2,100

固定負債合計 3,897,747 9,576,211

負債合計 22,016,587 24,391,344

純資産の部

株主資本

資本金 1,266,817 1,266,817

資本剰余金 1,115,617 1,115,686

利益剰余金 2,404,701 1,253,826

自己株式 △75,585 △304

株主資本合計 4,711,550 3,636,025

新株予約権 29,282 －

純資産合計 4,740,833 3,636,025

負債純資産合計 26,757,420 28,027,369
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 19,984,456

売上原価 15,878,394

売上総利益 4,106,061

販売費及び一般管理費 ※
 1,250,771

営業利益 2,855,289

営業外収益

受取利息 3,532

違約金収入 79,641

その他 15,377

営業外収益合計 98,551

営業外費用

支払利息 325,375

その他 3,030

営業外費用合計 328,406

経常利益 2,625,434

特別損失

解約違約金 923,898

その他 2,884

特別損失合計 926,782

税金等調整前四半期純利益 1,698,651

法人税、住民税及び事業税 1,461,506

法人税等調整額 △1,011,838

法人税等合計 449,668

四半期純利益 1,248,983
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 606,124

売上原価 488,465

売上総利益 117,659

販売費及び一般管理費 ※
 260,285

営業損失（△） △142,626

営業外収益

受取利息 38

その他 79

営業外収益合計 118

営業外費用

支払利息 79,107

その他 390

営業外費用合計 79,498

経常損失（△） △222,006

特別損失

その他 11

特別損失合計 11

税金等調整前四半期純損失（△） △222,017

法人税、住民税及び事業税 △141,225

法人税等調整額 △95,966

法人税等合計 △237,191

四半期純利益 15,173
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,698,651

減価償却費 5,571

引当金の増減額（△は減少） △55,472

受取利息及び受取配当金 △3,532

支払利息 325,375

解約違約金 923,898

売上債権の増減額（△は増加） 120

販売用不動産の増減額（△は増加） 1,426,848

仕掛品の増減額（△は増加） 2,006,694

未収入金の増減額（△は増加） 127,968

仕入債務の増減額（△は減少） △439,705

前受金の増減額（△は減少） △385,968

その他 △706,958

小計 4,923,490

利息及び配当金の受取額 3,537

解約違約金の支払額 △220,000

利息の支払額 △330,498

法人税等の支払額 △941,219

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,435,309

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,660

長期前払費用の取得による支出 △9,570

その他 △9,743

投資活動によるキャッシュ・フロー △20,973

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,766,000

長期借入金の返済による支出 △7,000,000

自己株式の取得による支出 △78,644

自己株式の売却による収入 2,531

配当金の支払額 △96,661

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,406,773

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,007,562

現金及び現金同等物の期首残高 2,347,715

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,355,278
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、永田町プロジェクト有限責任中間法人及び東京デベ

ロップメントサード特定目的会社は清算したため、連結の範囲から除外しております。

 (2）変更後の連結子会社の数

　　１社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として個別法による原価法

によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として個

別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ2,427,061千円減少しております。

 (2）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準

第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及

び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が

平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準

等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファ

イナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐

用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　なお、この適用による営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．たな卸資産の評価方法 　たな卸資産の簿価切下に関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及

び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性に関しては、前連結会計年度末の検討において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングに、前連結会計年度末からの重要

な一時差異の変動を加味したものを使用する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

 ※１．担保資産

　担保に供されている資産で、企業集団の事業の運営

において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の

末日に比べて著しい変動が認められるものは、次のと

おりであります。

　　仕掛品　　　　18,925,143千円

※１．担保資産

　　　仕掛品　　　　21,330,673千円　　　　

  ２．偶発債務

(1）　　　　　　　　－ 

  ２．偶発債務

(1）解除条件付土地売買契約に係る偶発債務

2,640,000千円

　当社及び他事業者と前記「北仲総合開発特定目的

会社」との間で、同社の現在の借入金及び特定社債

の全額弁済を目的とする新規借入金等の確定・実

行を解除条件として、同社保有の土地等についての

売買契約を締結していることに伴う偶発債務であ

ります。

(2）特定プロジェクトの借入に関する財務制限条項

　当社は、平成19年２月26日に銀行団と特定プロジェ

クトに関して総額57億円の借入契約を締結し、平成

19年２月28日に34億２千万円、平成19年４月27日に

22億８千万円の借り入れを実行しました。この借入

契約には以下の財務制限条項が付されております。

(2）特定プロジェクトの借入に関する財務制限条項

　当社は、平成19年２月26日に銀行団と特定プロジェ

クトに関して総額57億円の借入契約を締結し、平成

19年２月28日に34億２千万円、平成19年４月27日に

22億８千万円の借り入れを実行しました。この借入

契約には以下の財務制限条項が付されております。

　①平成19年３月期から平成21年３月期までの各事業

年度の末日における連結貸借対照表及び単体の

貸借対照表における純資産の部の金額（但し、連

結の貸借対照表においては純資産の部の金額か

ら繰延ヘッジ損益、新株予約権及び少数株主持分

を控除した金額であり、単体の貸借対照表におい

ては純資産の部の金額から繰延ヘッジ損益及び

新株予約権を控除した金額）を、平成18年３月期

末のそれぞれ連結貸借対照表及び単体の貸借対

照表における資本の部の金額以上に維持するこ

と。

　①平成19年３月期から平成21年３月期までの各事業

年度の末日における連結貸借対照表及び単体の

貸借対照表における純資産の部の金額（但し、連

結の貸借対照表においては純資産の部の金額か

ら繰延ヘッジ損益、新株予約権及び少数株主持分

を控除した金額であり、単体の貸借対照表におい

ては純資産の部の金額から繰延ヘッジ損益及び

新株予約権を控除した金額）を、平成18年３月期

末のそれぞれ連結貸借対照表及び単体の貸借対

照表における資本の部の金額以上に維持するこ

と。

  ②平成21年３月期における連結及び単体の貸借対

照表における純資産比率を、平成20年３月期末の

連結の貸借対照表における純資産比率以上に維

持すること。なお、純資産比率とは、連結貸借対照

表の純資産の部の金額から繰延ヘッジ損益、新株

予約権及び少数株主持分を控除した金額を資産

合計の金額で除した比率、及び単体の貸借対照表

の純資産の部の金額から繰延ヘッジ損益及び新

株予約権を控除した金額を資産合計の金額で除

した比率をいう。

  ②平成19年３月期から平成21年３月期までの各事

業年度における連結及び単体の貸借対照表にお

ける純資産比率を、平成18年３月期末の純資産比

率以上にそれぞれ維持すること。なお、純資産比

率とは、連結貸借対照表の純資産の部の金額から

繰延ヘッジ損益、新株予約権及び少数株主持分を

控除した金額（但し、平成18年３月期について

は、資本の部の金額）を資産合計の金額で除した

比率、及び単体の貸借対照表の純資産の部の金額

から繰延ヘッジ損益及び新株予約権を控除した

金額（但し、平成18年３月期については、資本の

部の金額）を資産合計の金額で除した比率をい

う。

　③平成19年３月期から平成21年３月期までの各事業

年度における連結及び単体の損益計算書上の経

常損益が、経常損失とならないこと。

　③平成19年３月期から平成21年３月期までの各事業

年度における連結及び単体の損益計算書上の経

常損益が、経常損失とならないこと。
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（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

  千円

給与・賞与 256,611 

賞与引当金繰入額 14,076 

退職給付費用 5,178 

広告宣伝費 202,866 

販売委託費 287,851 

支払手数料 96,330 

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

  千円

給与・賞与 120,906 

退職給与費用 1,545 

広告宣伝費 16,278 

販売委託費 6,005 

支払手数料 21,452 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

  千円

現金及び預金勘定 4,855,278 

預入期間が3ヶ月を超える

定期預金

△500,000 

 現金及び現金同等物 4,355,278 
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 38,940株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 920株

３．新株予約権に関する事項

　　ストック・オプションとしての新株予約権

　　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　親会社　29,282千円

４．配当に関する事項

　　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり　
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月25日

定時株主総会
普通株式 97,345 2,500平成20年３月31日平成20年６月26日利益剰余金

 

５．株主資本の金額の著しい変動

（千円)　

 

株主資本
 新株

予約権 

 純資産

合計 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本

合計

平成20年３月31日残高 1,266,817 1,115,6861,253,826△3043,636,025－ 3,636,025

当四半期連結累計期間中の

変動額
          

剰余金の配当   △97,345  △97,345  △97,345

四半期純利益   1,248,983 1,248,983  1,248,983

自己株式の取得（注）１     △78,644△78,644 △78,644

自己株式の消却（注）２  △90  90 －  －

自己株式の処分  21 △762 3,272  2,531 2,531

株主資本以外の項目の当

四半期連結累計期間中の

変動額

              29,28229,282

当四半期連結累計期間中の

変動額合計
－ △69 1,150,875△75,2811,075,52529,2821,104,808

平成20年12月31日残高 1,266,8171,115,6172,404,701△75,5854,711,55029,2824,740,833

（注）１．平成20年７月８日の取締役会決議に基づき、平成20年12月31日までに950株取得しました。

　　　２．平成20年８月８日の取締役会決議に基づき、平成20年８月29日に0.86株消却いたしました。

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

  当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）においては、全セグメントの売上高

に占める「不動産販売事業」の売上高の割合が89.9％となっております。これは不動産販売の完成引渡が第２四

半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に集中しているために発生した一時的な事象であり、当第３四半

期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）においては、「不動産販売事業」の売上高及び営

業利益の金額の全セグメントに占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を

省略しております。 
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 123,922.95円 １株当たり純資産額 93,379.86円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 32,186.50円 １株当たり四半期純利益金額 393.46円

潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額
31,924.96円

潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額
389.62円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 1,248,983 15,173

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益  

（千円）
1,248,983 15,173

期中平均株式数（株） 38,804.56 38,564.77

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額
  

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 318 380

希薄化効果を有しないため、潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益金額

の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

平成20年６月25日定時株主総会決議

新株予約権（新株予約権の数497個）

なお、概要は「第４提出会社の状況、１

株式等の状況、(2）新株予約権等

の状況」に記載のとおりであります。

平成20年６月25日定時株主総会決議

新株予約権（新株予約権の数497個）

なお、概要は「第４提出会社の状況、１

株式等の状況、(2）新株予約権等

の状況」に記載のとおりであります。

 

（重要な後発事象）
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当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　当社の連結子会社であるＳＷプロパティーズは、「赤坂タワーレジデンス」プロジェクトを遂行するにあたり設立さ

れた特別目的会社であり、当該プロジェクトが終了したことから、平成21年２月６日付けで解散することが決議されま

した。

 (1)解散する子会社の名称、事業内容

名　　称　ＳＷプロパティーズ

事業内容　不動産販売事業に付随する事業

 (2)解散予定時期

平成21年７月

 (3)当該子会社の状況

（平成20年12月31日現在）

総資産　　48,869千円

負債総額　20,506千円

純資産　　28,363千円

 (4)当該解散による損失見込額

当該子会社の解散に伴い約5,000千円の営業損失の発生が見込まれます。

 (5)当該解散が営業活動等へ及ぼす重要な影響等

子会社解散に伴う影響はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月９日

株式会社サンウッド

取締役会　御中
 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 笹本　憲一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中井　義己　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンウッド

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンウッド及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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